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四
倉
地
区
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
を
七
月
十
一
日
、
四
倉
商
工

会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
懇
談
会
で
は
「
賑
わ
い
と

ふ
れ
あ
い
、
笑
顔
と
や
さ
し
さ

が
交
差
す
る
『
輝
く
未
来
に
向

け
て
復
興
す
る
四
倉
』
を
め
ざ

し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
復
興
の

ま
ち
づ
く
り
や
商
店
街
の
活
性

化
対
策
、
漁
港
区
域
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
住

民
の
皆
さ
ん
と
市
長
・
関
係
部

長
が
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

○
四
ツ
倉
駅
へ
の
跨
線
人
道
橋

　の
整
備
に
つ
い
て

【
提
言
】
居
住
人
口
が
増
え
て

い
る
四
ツ
倉
駅
西
側
地
域
と
、

既
存
の
商
店
街
や
住
宅
が
あ
る

東
側
地
域
の
連
携
強
化
に
向
け

た
、
両
地
域
を
結
ぶ
跨
線
人
道

橋
の
整
備
に
つ
い
て
、
市
の
考

え
を
。

【
市
】
西
側
地
域
と
東
側
地
域

の
活
発
な
交
流
や
連
携
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
両
地
域
を
結
ぶ
跨

線
人
道
橋
の
整
備
に
向
け
、
調

査
・
検
討
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
鉄
道
を
横
断
す
る
歩

行
者
な
ど
の
現
況
調
査
や
、
想

定
さ
れ
る
利
用
者
を
踏
ま
え
た

整
備
位
置
、
形
状
、
規
模
な
ど

の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
調
査
・
検
討
の
結

果
を
基
に
、
鉄
道
事
業
者
と
協

議
を
行
い
な
が
ら
、
具
体
的
な

整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま

た
、
財
源
確
保
に
向
け
た
国
と

の
協
議
も
進
め
な
が
ら
、
整
備

計
画
の
早
期
実
現
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

○
道
の
駅
よ
つ
く
ら
港
の
サ
イ

　ク
リ
ン
グ
拠
点
と
し
て
の
活

　用
に
つ
い
て

【
提
言
】
道
の
駅
よ
つ
く
ら
港

を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
拠
点
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
は
、
観
光
振
興
、

漁
港
区
域
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創

出
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
に
は
、

駐
輪
設
備
や
案
内
板
の
設
置
な

ど
の
整
備
が
必
要
で
す
が
、
市

の
考
え
を
。

【
市
】
勿
来
の
関
公
園
か
ら
大

久
川
河
口
付
近
の
久
之
浜
防
災

緑
地
ま
で
、
約
五
十
七
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
海
岸
線
ル
ー
ト
の
整
備

で
は
、
お
お
む
ね
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ご
と
に
観
光
施
設
や
公
園

な
ど
を
主
要
休
憩
施
設
と
し
て
、

こ
の
中
間
地
点
に
あ
る
景
勝
地

や
広
場
な
ど
を
補
助
休
憩
施
設

と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　
道
の
駅
よ
つ
く
ら
港
に
つ
い

て
は
、
主
要
休
憩
施
設
と
し
て

位
置
付
け
て
お
り
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
拠
点
と
し
て
の
活
用
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
、
漁
港
区
域
の
管
理
者

で
あ
る
県
と
協
議
し
、
自
転
車

用
駐
輪
器
具
や
案
内
板
な
ど
の

整
備
を
行
い
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

を
通
し
て
、
道
の
駅
よ
つ
く
ら

港
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
、
利
用

者
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

四倉地区まちづくり懇談会を開催四倉地区まちづくり懇談会を開催
～賑わいとふれあい、笑顔とやさしさが交差する
　　「輝く未来に向けて復興する四倉」をめざして～
～賑わいとふれあい、笑顔とやさしさが交差する
　　「輝く未来に向けて復興する四倉」をめざして～

復興のまちづくりについて提案

市の説明を熱心に聞く参加者

サイクリングイベントでは給水・給食やト
イレ休憩の場に

こ
　せ
ん

にぎ
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清
水
市
長
は
、
地
域
医
療
の

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
休
日
夜
間
急
病
診
療
所
の

移
転
開
所
と
、
独
立
行
政
法
人

労
働
者
健
康
安
全
機
構
福
島
労

災
病
院
の
移
転
に
関
す
る
基
本

合
意
書
の
締
結
を
実
施
し
、
老

朽
化
な
ど
の
問
題
が
あ
る
両
施

設
の
移
転
整
備
に
よ
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
の
確

保
や
地
域
医
療
の
充
実
に
努
め

て
い
く
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
名
浜
港
東
港
地
区

と
三
号
ふ
頭
を
結
ぶ
小
名
浜
マ

リ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
完
成
に
よ
り
、

同
港
の
さ
ら
な
る
発
展
と
観
光

交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
る
と

と
も
に
、
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
の

七
年
ぶ
り
の
寄
港
を
受
け
、
今

後
も
客
船
の
寄
港
誘
致
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
述
べ
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
新
た
な
施
設
整
備

に
つ
い
て
、
災
害
時
に
は
救
援

物
資
の
集
積
・
分
配
機
能
を
担

う
拠
点
施
設
と
な
る
屋
内
多
目

的
広
場
い
わ
き
グ
リ
ー
ン
ベ
ー

ス
や
、
生
涯
学
習
の
ほ
か
避
難

さ
れ
て
い
る
方
と
地
域
の
方
が

交
流
で
き
る
場
と
し
て
、
鹿
島

公
民
館
大
講
堂
を
供
用
開
始
し

た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

○
い
わ
き
市
地
域
医
療
を
守
り

　育
て
る
基
本
条
例
の
制
定
に

　つ
い
て

　
地
域
医
療
に
つ
い
て
の
基
本

理
念
を
定
め
、
市
、
市
民
の
皆

さ
ん
、
医
療
機
関
な
ど
が
そ
れ

ぞ
れ
果
た
す
べ
き
役
割
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
、
将
来
に
わ

た
っ
て
、
安
心
し
て
良
質
な
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体

制
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

同
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

○
い
わ
き
市
国
民
健
康
保
険
税

　条
例
等
の
改
正
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
が
、
本
年
四
月

一
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
な
ど

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
六
・
七
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　委
員
選
任
の
同
意
を
求
め
る

　こ
と
に
つ
い
て

・
澤
田
法
明
（
新
任
）

○
川
前
財
産
区
管
理
委
員
選
任

　の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

　い
て

・
宇
佐
見
薫
（
新
任
）

特
集

市
議
会
６
月
定
例
会
を
開
催

　い
わ
き
市
議
会
六
月
定
例
会
が
、
六
月
八
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
十
五
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議

会
で
は
「
い
わ
き
市
地
域
医
療
を
守
り
育
て
る
基
本
条
例
」
の
制
定
の
ほ
か
、
一
般
・
特
別
会
計
を
合
わ
せ
て
、
総

額
十
四
億
四
千
九
百
十
二
万
九
千
円
の
補
正
予
算
が
審
議
さ
れ
、
二
十
五
議
案
が
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
か
ら
の
行
政
報
告

主
な
議
案

小名浜港の新たなシンボル「小名浜マリン
ブリッジ」

平常時は多目的広場として利用できる「い
わきグリーンベース」

同定例会ではアロハシャツを着用

主な補正予算
▶合葬式墓地整備事業費＝１億153万円
▶震災メモリアル事業費＝3,024万２千円
▶緊急スクールカウンセラー等設置事業費＝1,876万４千円
▶元気な産地づくり整備事業費＝1,361万1千円
▶国民健康保険事業特別会計（事業勘定）＝13億3,993万７千円


